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講
演
① 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
生
み

出
す
島
づ
く
り
～
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

ア
イ
ラ
ン
ド
テ
ラ
ピ
ー

�

帝
京
大
学
准
教
授　
谷
本�

都
栄

ア
イ
ラ
ン
ド
テ
ラ
ピ
ー
は
、
一
九
九
六
年

に
国
土
庁
（
当
時
）
な
ど
に
よ
っ
て
提
案
さ

れ
た
「
島
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
健
康
づ

く
り
活
動
」
の
構
想
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
志
向
が
高
ま
り
、

自
然
療
法
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
谷
本

准
教
授
は
「
豊
か
な
自
然
、
独
自
の
景
観
、

地
域
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
や
文
化
な
ど
島
の

資
源
を
活
か
し
て
自
然
治
癒
力
の
向
上
を
図

る
ア
イ
ラ
ン
ド
テ
ラ
ピ
ー
は
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
の
面
か
ら

も
可
能
性
が
大
き
い
」
と
話
す
。

谷
本
准
教
授
に
よ
る
と
、
ア
イ
ラ
ン
ド
テ

ラ
ピ
ー
に
は
、
①
島
へ
転
地
す
る
こ
と
に
よ

る
日
常
生
活
か
ら
の
リ
ズ
ム
チ
ェ
ン
ジ
、
②

気
候
や
自
然
を
活
用
し
た
各
種
療
法
な
ど
に

よ
る
心
身
各
機
能
の
回
復
、
③
健
康
意
識
の

向
上
に
よ
る
生
活
の
質
の
改
善
な
ど
の
効
果

が
望
め
る
と
い
う
。
同
テ
ラ
ピ
ー
の
推
進
に

は
、
そ
の
島
の
特
性
を
療
養
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
ど
う
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
が
ポ
イ

離
島
固
有
の
資
源
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
と
観
光
交
流
の
在
り
方

本
財
団
で
は
、
令
和
五
年
三
月
三
〇
日
、

全
国
町
村
会
館
に
て
「
し
ま
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
多
く
の
離
島
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
て
き
た

交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な
視
点

か
ら
多
様
な
人
材
を
交
え
た
離
島
の
交
流
の

在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
離
島

の
持
つ
自
然
特
性
や
保
養
効
果
に
着
目
し
、

こ
れ
ら
を
活
か
し
た
交
流
の
可
能
性
な
ど
に

知
見
を
有
す
る
福
岡
孝
純
日
本
女
子
体
育
大

学
招
聘
教
授
と
谷
本
都と

栄え

帝
京
大
学
准
教
授

を
講
師
に
招
き
、
地
域
資
源
の
再
評
価
や
交

流
拡
大
に
向
け
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
拓
の
あ
り

方
な
ど
を
討
論
し
た
。

当
日
は
、
地
域
資
源
の
活
用
や
交
流
の
推

進
な
ど
に
関
心
を
持
つ
方
々
な
ど
約
三
〇
人

に
よ
る
来
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
が
あ
っ
た
。

本
誌
編
集
部

し ま づ く り

フ ォ ー ラ ム

開 催 報 告

谷本 都栄 （たにもと とえ）
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153
No.274季刊しま

ら
し
さ
を
発
揮
す
る
場
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、

『
人
間
疎
外
』
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と
、
福

岡
教
授
は
分
析
す
る
。

人
間
疎
外
に
は
、
お
も
に
生
活
空
間
の
狭

小
化
な
ど
に
よ
る
身
体
的
疎
外
、
精
神
的
不

安
な
ど
の
心
理
的
疎
外
、
家
庭
や
社
会
な
ど

で
の
人
間
関
係
が
不
安
定
に
な
る
な
ど
の
社

会
的
疎
外
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
閉

塞
状
況
の
改
善
に
は
、
離
島
に
滞
在
／
生
活

し
、
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム
を
変
え
る
こ
と
が
役

立
つ
と
い
う
。

「
規
範
性
で
は
な
く
、『
多
様
性
』
を
大
切

に
す
る
こ
と
。
ア
イ
ラ
ン
ド
テ
ラ
ピ
ー
で
は
、

心
理
・
身
体
的
効
果
に
加
え
、
新
た
な
人
間

関
係
構
築
な
ど
に
よ
る
社
会
的
な
効
果
も
得

ら
れ
る
。
た
と
え
短
期
滞
在
で
あ
っ
て
も
気

分
転
換
な
ど
の
効
用
は
あ
る
」

福
岡
教
授
は
、
豊
か
な
自
然
の
力
を
借
り
、

主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
自
ら
ス
ト
レ

ス
を
解
消
さ
せ
、
幸
福
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い

と
来
場
者
・
視
聴
者
に
訴
え
た
。

◆

両
氏
の
講
演
に
続
き
、
意
見
交
換
が
行
な

わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
ク
ー
ア
と
異
な
り
日
本

で
ア
イ
ラ
ン
ド
テ
ラ
ピ
ー
が
普
及
し
な
い
理

由
、
冬
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
に
つ
な
が

る
島
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
島
の
住
民
側
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
な
ど
に
つ
い
て
、

多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
な
さ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
交
流
は
、
島
へ
行
く

人
だ
け
で
は
な
く
、
島
の
住
民
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
に
も
つ
な
が
る
。
互
い
に

尊
重
し
合
い
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
（
家
族
の
よ
う
な
絆
）』
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
」
と
の
福
岡
教
授
の
言
葉
で
盛
会

裡
に
閉
会
し
た
。�

（
森
田
）

しまづくりフォーラム

ン
ト
と
な
る
。「
島
の
隔
絶
性
は
利
便
性
な

ど
の
面
で
は
ハ
ン
デ
で
も
、
裏
を
返
せ
ば
固

有
な
自
然
や
独
自
の
文
化
が
残
さ
れ
て
い
る

な
ど
の
強
み
に
転
嫁
で
き
る
」

ア
イ
ラ
ン
ド
テ
ラ
ピ
ー
の
推
進
は
、
島
へ

行
く
人
や
島
に
住
む
人
、
地
域
全
体
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
＝
よ
く
生
き
る
こ
と
）
に
つ

な
が
る
と
、
谷
本
准
教
授
は
指
摘
し
た
。

講
演
② 

島
に
行
っ
て
元
気
に
な
る 

～
ア
イ
ラ
ン
ド
テ
ラ
ピ
ー
の
検
証

�

日
本
女
子
体
育
大
学
招
聘
教
授　
福
岡�

孝
純�

ド
イ
ツ
に
は
ク
ー
ア
（
健
康
保
養
制
度
）
が

あ
り
、
療
養
や
保
養
目
的
の
中
長
期
休
暇
に

保
険
が
適
用
さ
れ
る
。
福
岡
教
授
に
よ
る
と
、

ク
ー
ア
は
日
本
の
湯
治
を
参
考
に
作
ら
れ
た

と
さ
れ
、
近
年
、
休
暇
期
間
は
短
く
な
っ
て

い
る
も
の
の
制
度
は
続
い
て
い
る
と
い
う
。

「
現
代
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り

効
率
主
義
が
進
み
、
管
理
化
社
会
に
な
っ
て

い
る
。
個
人
の
生
活
が
規
範
化
さ
れ
、
人
間

福岡 孝純 （ふくおか たかずみ）
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どもの環境教育などの踏査を推進、人間
疎外防止対策に努める。（株）日本スポー
ツ文化研究所代表取締役。理学博士。


